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研究成果の概要（和文）：琉球列島北部に位置するトカラ列島の鳥類記録を集約し、種および島

ごとに記録頻度の季節的変化を明らかにした。繁殖が確認された種は 31 種で、保全の必要性が

高い種が含まれた。屋久島および奄美大島の繁殖種と比較すると、3 地域の中ではトカラ列島

でのみ繁殖する種が少なからず存在する。トカラ列島の繁殖鳥類群集が単に面積や標高、供給

源となる島からの距離などにより制約されているだけではなく、地史的背景の影響を受けて形

成された可能性があると考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）：The seasonal and spatial variation of avian records in the Tokara 
Islands was investigated. Nesting pairs or young fledglings were observed in 31 species, 
including species of conservation concern. Among these breeding species, 10 were not in 
common with breeders of Yaku-shima to the north nor with those of Amami Oh-shima to the 
south, suggesting the breeding bird community of Tokara has been formed under the effects 
of the unique geological history of this area as well as the effects of historical 
immigrations from nearby source populations and following local extinctions. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）トカラ列島は大隅諸島と奄美諸島の間
に位置する比較的新しい一群の火山列島で
あり、九州と台湾とを結ぶ琉球列島の一部を
なす。トカラ列島は含む琉球列島では氷期と
間氷期の海水面変動による陸橋の消長が繰
り返され、このような陸域分布の変遷とそれ
にともなう環境変化が生物の移入とその後

の集団分化、地域的絶滅をとおして現在の分
布パターンに影響したと考えられる。そのた
め、琉球列島の中には日本の動植物の分布を
区分する重要ないくつかの境界線が提唱さ
れており、その一つである渡瀬線がトカラ列
島を南 5島と北 7島に分断している。渡瀬線
より北の陸生脊椎動物相は旧北区に、植物相
は全北区系界に属し、ユーラシア大陸との類
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縁性が高いが、南側ではそれぞれ東洋区・旧
熱帯区系界に属し東南アジアとの類縁性が
高いとされる。さらに、トカラ列島は南北に
ソースとなる大きな島（屋久島と奄美大島）
をもち、面積と標高の異なる 12 の島々がほ
ぼ一列に分布する。そのため、渡瀬線を挟ん
で南北から移入した生物が条件の異なる
島々で後の集団分化や地域的絶滅を経て現
在の生物群集を形成するに至った過程を研
究するのに適した、自然の実験場ともいえる
立地条件を備えている。 
 
（２）森林性鳥類は採餌と営巣をはじめ生活
史の大部分を森林に依存し、その分布が地域
の植生など他の生物群の分布に強く制約さ
れるため、直接的・間接的に生物地理学上の
境界線の影響を受けやすいグループである。
トカラ列島で繁殖する鳥類種のうちアカコ
ッコ、イイジマムシクイ、アカヒゲ、メジロ、
ウグイス、ヤマガラなどでは南北の隣接地域
とは遺伝的に分化した地域固有集団を有す
ることが明らかになりつつある。さらに、キ
ビタキ、ヤマガラ、メジロのようにトカラ列
島の島によって記録頻度に著しい偏りが見
られ、必ずしもすべての島で繁殖しているわ
けではない例や、トカラ列島に独自の形質、
北側の大隅諸島の亜種で見られる形質、南側
の奄美諸島などで見られる形質が地域内で
混在あるいは偏在している例が報告されて
いる。多様な種の繁殖分布と集団構造の種間
比較を通して、トカラ列島の一体性、独自性
と地域内の不均一性を明らかにし、島嶼にお
ける移入とその後の集団分化や地域的絶滅
の過程を推測することが可能になると考え
る。 
 
（３）一方で、渡瀬線南側に位置する 2つの
無人島で近年行われた調査により、これまで
渡瀬線以北のトカラ列島に特徴的と考えら
れてきたアカコッコなどの種の観察例が報
告され、前述のような解析を行うためにはト
カラ列島における森林性鳥類の繁殖分布を
より詳しく見直す必要も生じている。 
 
２．研究の目的 
（１）観察記録の整理、情報不足地域の現地
調査、聞き取り調査による新たな記録の収集、
既存の文献整理を行い、トカラ列島の鳥類目
録を作成する。 
 
（２）鳥類についての記録がほとんどない無
人島群（臥蛇島、上ノ根島、横当島）におい
て、繁殖期の有人の短期調査と遠隔記録機器
を用いた長期調査を行い、これらの地域にお
ける鳥類群集を明らかにする。 
 
（３）森林性の主な繁殖種の記録頻度を現地

調査により明らかにする。 
 
（４）主な森林性の繁殖種について形態特性
を記録し、周辺域の繁殖集団と比較する。 
 
（５）種間で繁殖分布の偏りと、周辺地域の
集団と形態特性の類似性を検討することで、
トカラ列島における森林性鳥類群集の形成
過程を推測する。 
 
３．研究の方法 
（１）トカラ列島における未発表の観察記録
の整理、情報不足地域の現地調査、聞き取り
調査による新たな記録の収集、既存の文献整
理を行い、網羅的なトカラ列島の鳥類目録を
作成する。それにより、どの種がいつどの程
度の頻度で記録されるかを整理し、島ごとに
繁殖可能性が高い種を明らかにする。 

 
（２）無人島 3島（臥蛇島、上ノ根島、横当
島）において、インベントリ収集と繁殖種の
特定のための調査を行う。効率的なデータ収
集を行えるよう、繁殖期の短期調査と遠隔記
録機器による調査を併用する。遠隔記録装置
としては、赤外線センサー駆動式の自動撮影
装置と鳥類を誘引するための水場と組み合
わせたものと、タイマー付き IC 録音装置を
用いる。予備調査により、両手法ともに遠隔
地での鳥類インベントリ収集への応用が期
待できると推測されている。 
 
（３）アカヒゲ、キビタキ、メジロ、ヤマガ
ラ、カラスバトなどについて繁殖個体の体サ
イズや羽色などの形質情報を収集する。捕獲
個体の DNA サンプルもできる限り収集する。 
 
（４）森林性の種間での繁殖分布の偏りとト
カラ列島集団の形質特性を検討することで、
陸域分布の地史的変遷、島間距離に応じた隣
接域との移出入の可能性や、面積と標高分布
に応じた環境の多様性などの影響を評価し、
トカラ列島における森林性鳥類群集の形成
過程を推測する。 



 
４．研究成果 
（1）トカラ列島における鳥類の観察記録の
整理、情報不足地域の現地調査、聞き取り調
査による新たな記録の収集、既存の文献整理
を行い、網羅的なトカラ列島の鳥類目録を作
成し、種ごとに季節的な記録頻度の変化を明
らかにすると共に、今後の補完調査が必要な
地域と季節の特定を行った。その結果明らか
になった、トカラ列島における全記録種数は
317 種（ただし記録根拠の不十分な種を含む）
で、島ごとの記録種数は最も多い中之島の
257 種から、平島の 231 種、悪石島の 172 種、
宝島の 162 種、口之島の 127 種、諏訪之瀬島
の 122 種、小宝島の 89 種、臥蛇島の 52 種、
横当島の 51 種、上ノ根島の 32 種まで大きく
異なっていた。 
 
（２）これまで十分な調査が行われていなか
った３つの無人島（臥蛇島，上ノ根島，横当
島）の鳥類相を調査した。この地域への上陸
が可能な海象条件の安定した日が多いのは
主に梅雨明け頃であり、その他の季節におけ
る上陸調査は現実的ではない。そこで、７月
〜８月初旬に上陸して直接観察を行うとと
もに，森林内に自動記録装置（赤外線センサ
ー式自動撮影カメラとタイマー機能付録音
機）を設置して翌年回収する手法をとった．
臥蛇島，上ノ根島，横当島で記録された種数
はそれぞれ 40 種，30 種，28 種であったが，
繁殖の可能性が示唆された種は 13 種，9 種，
8 種であった．直接観察でのみ記録されたの
は海鳥類やサギ科など森林を利用すること
が稀な種であった．また，いずれの島でも自
動記録装置でのみ記録された種が約 3 分の 1
を占め，渡りの途中で一時的に滞在したり，
越冬したりする渡り鳥で，上陸調査の実施可

能な時期には観察しにくい種が多く含まれ
た．森林性で繁殖していると推測された種は
複数の手法で共通して記録されることが多
かったが，繁殖の可能性を判断する根拠とな
ったのは主に録音機による繁殖期の連続的
なさえずりの記録であった．自動記録装置は，
動作安定性に課題が残されてはいるが，遠隔
地では非常に効果的な調査手法であること
が明らかになった．  
 
（３）トカラ列島における島ごとの記録種数
は、面積最大の中之島で最大で、面積最小の
上ノ根島で最も少ないという事例は認めら
れたが、面積や標高は必ずしも記録種数と相
関はしていなかった。一方、営巣記録と繁殖
期の記録頻度から繁殖種・繁殖の可能性が高
い種を抽出すると、トカラ列島全体で 31 種
であり、やはり繁殖鳥類種の構成にも島間で
相違があった。例えば、トカラ列島に生息す
る希少鳥類では、カラスバトが 9島で季節を
通して記録があるが、アカヒゲは 8島、アカ
コッコも 8島、イイジマムシクイは 3島に繁
殖期の記録が限定され、トカラ列島内でも鳥
類相には島間の相違が明確なことが明らか
になった。各島の繁殖種数と、一般的に言わ
れる島の面積､あるいは最大標高との間には
正の相関が認められたが、安定したソースと
しての本土や大きな島からの距離との相関
は明確ではなかった。 
 
（４）島間の繁殖種構成の類似度をファイ係
数で比較すると，トカラ列島内では有意に類

図 4.森林性繁殖種の数と島の最大標高および面積 



似している島の組み合わせが多かったのに
対して、トカラ列島の各島と屋久島・奄美大
島の間では類似性が非常に低かった。トカラ
列島の南の端にあたる横当島を例にとると，
奄美大島までの距離がかなり近いにもかか
わらず繁殖種数は少なめで，かつ，繁殖種構
成は奄美大島とは類似せず，トカラ列島の
島々と類似していた。逆にトカラ列島の中部
のいくつかの島は奄美大島や屋久島からの
距離は遠いものの、繁殖種数は多くなってい
た。 
 
（５）上ノ根島・横当島は渡瀬線の南に位置
し、地理的には渡瀬線の北に位置するトカラ
列島中部の大きな島(中之島など)よりもむ
しろ奄美大島に近いが、地史的にはトカラ列
島の一部を成す比較的新しい火山島である。
これら２島ではアカヒゲとアカコッコが夏
鳥として繁殖している可能性が高いと推測
された。アカヒゲでは上ノ根島に分布する集
団が奄美大島ではなくトカラ列島北部と共
通の mtDNA系統に属することが明らかになり、
また、アカコッコは奄美大島には分布せずト
カラ列島と伊豆諸島にのみ分布する種であ
る。上ノ根島・横当島の鳥類群集はトカラ列
島北部と共通の地史的背景の影響を受けて
形成されたと考えられた。この研究の成果は
琉球列島における生物地理研究と希少鳥類
の保全のための利用が期待される。 
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